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1 はじめに
カティンの森事件とは､1940年に約22,000人のポーランド人将校､督官､知識層等が､カティン､ミ
エドノイ工､ハルキフなど5ヶ所でソ連のNKVD(内務人民委員部)によって殺害された事件であるO
戦後､共産主森下のポーランドではドイツの犯罪とされ､1990年4月にゴルハチョフが公式に犯行を
認めたことで､事実が明るみに出るまで約半世紀かかったという異例の事件でもある｡以後､関係資
料の提供や共同研究が行われてきたが､事件を政治的に利用しているとの不信感が双方に探く根付い
ていたO｢歴史の空白｣として未解決のままになっているこの事件は､今現在も良好とは言えないポ露
間における対立のひとつの象徴となっている｡
2010年4月にカティンの森事件は発生から70年を迎えた｡70年という大きな区切りによって､ポー
ランド国内の世論は盛り上がりを見せたCそして､ロシア.プーチン首相が4月7E]の式典に出席す
るなど､少なからずロシアから和解へ向けての歩み寄りが見られたOそうした中､4月10日､ポーラ
ンド カテンスキ大統領がポーランド側主催の追悼式典に向かう途中､墜落事故で死亡する事件が起
きた｡これに対し,ロシア側の事故調査の全面協力などのポーランドに対する配慮により､両国間の
距離は徐々に縮まったように見える｡しかし､事件の全面解決に向けての課題はまだ取り残されてお
り､今後のロシアのポーランドへの対応が注目されるOポーランドとロシアとの関係改善のためには､
カティンの森事件を含めた過去の清算と両国の歴史の共有は必要不可欠である｡同時に､そうした新
しい関係を模索するプロセスで､係争中の歴史認識をどこで決着させるかを巡っては､激しい綱引き
が水面下で行われている｡
本稿では､カティンの森事件が持つ2つの側面､つまり｢事件の真相解明｣だけではなく｢政治の
道具としての事件｣にも着眼点を置いた｡多くの研究が事件の真相究明に向かい､殺害された者のプ
ロフィールや殺害場所を細かく特定するところまで調査が進む中､それとは別に､この事件をポーラ
ンド,ロシア人の記憶の中にどのように定着させるかを巡って､様々な立場の人が様々な方法で労力
を費やしてきた.共産主義時代下では､事件は隠蔽され､人々がその事実を記憶の奥底に沈めるよう
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に圧力が加えられたoLかし､1989年の体制転換によってポ-ランドに非共産党政権が樹立されると､
反ソ (反ロシア)政権は､今度はポーランドのナショナリズムを高揚させる象徴としてこの事件の真
相究明を声高に叫ぶようになったO同時に､この事件の真相究明がポ-ランドとロシアとの政治的駆
け引きの材料として扱われるようになり､事件が50年経った後にもまた政治化していったOそうした
プロセスの中で､犠牲者の迫族たちは､沈黙を強要されたり､表舞台に引きずり出されたり､翻弄さ
れ続けた｡
1940年の事件発生からの歴史的事実に関する研究は別稿で行っているので1､本稿では､｢事件の真
相解明｣についての論述は最近の動向を中心にまとめることにとどめ､もうひとつの側面である ｢政
治の道具としての事件｣について､新聞等のメディアの情報をもとに､ここ数年の動向を考察したい｡
2 事件の真相解明
まず､ひとつ日の側面､つまり事件発生から70年経つにもかかわらず未だに真相の全究明ができて
いない問題について､最近の動向も含めて整理したいO
(1)バリ亡命雑誌 rクルトウ-ラ(Kldtura)lの貢献
事件の真相究明は､第二次世界大戦後一貫して行われているが､それは情報が統制されている社会
主義政権下のポーランド国内ではなく､西側諸匡=こおいてであったOとりわけ､戟後多数のポーラン
ド亡命者が身を寄せた都市の一つであるバリでは､亡命者が中心となった出版社のインスティチュー
ト リテラツキ (hstytutLlteraCkl)2が､カティンの森事件を頻繁に取り上げるひとつのセンターに
なっていた3｡その活動の中心に､文芸誌 rクルトウーラj4があったorクルトウーラ｣は､文芸誌で
はあるが､政治､社会に関する論文､エノセイも数多く取り上げており,在外ポーランド知識人､文
化人の学際的な論壇であっただけでなく､ソ連支配体制に対する抵抗のシンボルでもあったOこのよ
うな性格を持つ雑誌の誌上で､隠されたソ連の残虐な行為を暴こうとする活動が盛んに行われたのは､
当然の成り行きであったといえるO
拙箱 [2004]｢カチンの森申件に関する一考察 一苑粕解明の過樫における関係諸国の動向を中心にして-｣,
ForumPolandOnlneDatabese,http//wwwforurnpolandorg/db/okanoO4pdf.拙稿[2009]｢バリ亡命雑誌 rク
)i,トウ-ラJに見るカティンの萩中件と戦後｣､r岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要｣､28,pp159-176
1946年2月にローマでイエジ ギエドロイツ(JerzyGledroyc)の王群の下で設立され､1947年にはバリ近郊のメ
ゾン ラフイyテ(MalSOnS-Laffite)に移った｡現在も､パリに在住するポ-ランド人らによって同地で出版社
としての機能を存続させている｡
詳しくは拙稿参照 拙稿[2009]｢パリ亡命雑誌 rクルトウー ラJに見るカティンの森事件と戦後｣､r岡山大学
大学院社会文化科学研究科紀要｣､28､pp159-176
1947年からギエドロイソが亡くなる20∝)年まで､月刊誌として計636冊が刊行されたO
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さらには､rクル トゥ-ラJの編集者の一人である､ユゼ7･チャブスキ (JbzefCzapskl)5､そして
ロンドンから rクル トウ-ラ1-投稿 していたスタニスワ7 シフイアニエピッチ (StanlS壬aw
swlanleWICZ)6は､カティンの森事件の虐殺から奇跡的に免れた人物であったことを忘れてはならな
い.彼ら二人の証言､またドイツの調査委員会やポーランド赤十字から発掘調査作業に関わった者た
ちの回顧録等は､事件の詳細を知り得る貴重な歴史資料であり､rクルトウ-ラlはカティンの森事件
研究において､さらにそれを人々に広めるうえで非常に重要な位置を占めていたと言える｡
インスティチュート リテラツキ出版社の創始者であるイエジ ギエ ドロイツ (JerzyGledroyc)は､
自身の人脈を使い､著名な歴史家､文学者.作家､詩人等に寄稿を依頼しているOその点で､rクル
トゥ-ラJは文芸誌でありながら,学際的な論壇としての役臥 ポーランド国民のオピニオンリーダー
的役割も果たしていたOそして､多数ある亡命系雑誌のうち､特に rクルトウ-ラJが共産主義体制
から文化的､政治的に独立した､つまりソ連の影響を受けない姿勢を強く示しており､唯一定期的に､
また大量にポーランド国内に持ち込まれた西側の反体制雑誌であった｡共産主義体制下のポーランド
国内で rクル トウ-ラ｣を読むこと自体､反体制の意思を示すことでもあり､執筆者たちはある程度
そうした読者を念頭に置いて執筆 していた｡つまり､rクルトウーラ｣がカティンの森事件を取 り上げ
ること自体､すでに大きな反体制活動であり､ポーランド国内の世論形成に大きな影響を与えたとい
える｡
rクル トウ-ラ｣はパリで発行されたが､唯一ポーランドへ送られた雑誌であり､特にインテリたち
の間で読まれていた｡例えば､イエジ ギエ ドロイソはクラクフのヤギェウオ大学付属図番館へ rク
ル トウーラJを送付 したと言われており､特別の研究者だけが手に取ることができたQ当時､共産主
義勢力はそこまで検閲しなかった｡さらに､非合法的な経路ではあったが､一部の一般人の間でも読
まれるようになったOそこから､人々は今まで詳細不明であったカティンの森事件の事実を知ること
ユゼフ チャブスキ(16ZefCzapskz)(1896年4月3日-1993年1月12日)は,インスティチュート リテラノキ
出版での綜雑著のうちの一人であるとともに画家としても知られているO第二次世界大観が始まるとすぐに勅11
され,その後ソ連軍の捕虜となりスタロビエ)レスク収等所-送られた｡そして奇跡的に虐殺から生き残り､1941
年7月30日に調印されたソ連=ポーランド協定による特赦で解放された後､再び軍隊に入り､ソ連禅によって移
送されたポ-ランド軍将校たちの行方の授索にあたっていたD編鵜長のギエドロイツとは､戦時中ポーランド軍
のイラク滞在中に出会い､約半世紀兼の友人でもある｡戦後､バリに移り､ギエドロイツらとともにインステイ
チュ-ト リテラツキ出版を立ち上げ､亡くなる1993年まで宗純者として従申し続けたcrタルトウ-ラjへは､
カティンの森711件に関する記事だけではなく､横/1なジャンルをテ-マに寄稿しているO
スタニスワ7 シフイアニエピッチ(StanlSlawSwlanleWICZ)(1899年10月26日11997年5月22El)ヴイリこュス
のステファン バトリー 大学教授 (法律家､経済学者)｡1939年9月､ソ連軍の捕虜となりコジェルスク収容所
に送られた｡1940年4月､仲間たちがカティン近くのグ二ェズドヴオ駅で列車を降り､車で移送されていく中で､
彼だけが列車に留められ処刑を免れたC級の研究の専門がドイツとの関係においてソ連にとって役に立つとみな
され､生き残ることができたと考えられているOその後,)I,ビヤンカそして収容所を転々とした後､チャブスキ
と同様､1941年7月30日に調印されたソ連-ポーランド協定の特赦により解放され､1942年4月に解放されタイ
ビシェフの在ソ連ポーランド公使館で勤務し､後にスタニスワフ コノト(StanlStaWKot)大使と共にクイビシェ
フを去ったO戦後ロンドンに留まり､その後インドネシア､アメリカ､カナダで数鞍を取る｡
217
カティンの頚部件のもうひとつの側面-｢政治の道具｣としての歴史の空白- 岡野 啓子
ができたのである｡
rクルトウーラJに掲載されたカティンの森事件についての記事の多くは､筆者自身の回顧録や書評
であった｡書評は､西側で発行された資料や文献になかなかふれることのできないポーランド院内の
人々にとって､外国の研究の一端を知る貴重な情報源でもあったO国内の地下出版での談論が､カティ
ンの森事件の詳細や虐殺された将校の特定などに関心を向けていくのに対し､rク)i,トウーラJ誌上で
の議論は､西側の研究動向を伝える､西側政府がこの問題を政治的に処理しようとしたときそれを批
判する､現代の国際関係史の中でこの間題をとらえようとする努力がなされた､等の点で特徴が見ら
れたorクルトウ-ラ｣は､国内では公表することが難しい体験者のBl想録や､事件の真相に迫る率直
な意見を掲載しており､この事件を解明しようと努力すると同時に､事件を風化させず世界に訴え続
けるという大きな役割を果たした｡また西側諸国に対しては､例えば､上述のユゼフ ･チャブスキと
スタニスワフ シフイアニエピッチの2人が､事件の目撃者としての彼ら自身の体験を rクルトゥ-
ラ｣で公表することで､カティンの森事件に対する西側諸国の人々の認識を深めさせたことにもなる70
(2) 真相解明の近況
ロシア連邦債高軍事検察庁は2004年4月に､1990年4月27日から始まったカティンの森事件の訴訟
手続き (調査No159)Sを､被疑者の死亡､およびロシア検察が事件の調査はロシアの樺密事項に関係
するという理由で終了することを明らかにした｡そして,2005年3月11日に､調査No159の終了が公
式に発表された.カティンの森事件資料183巻のうち116巷がロシアの国家機密に関わるとされたの
だった9｡
そして,2010年4月7日に行われたカティンの森事件70年追悼式典に､ポーランド トゥスク首相
とロシ7 プーチン首相が共に出席したOこれまでロシアの指導者がカティンを訪れたことがなく､こ
れは異例の出来事であったOプーチン首相が演説で ｢全体王義による残虐行為を正当化することはで
きない｣と述べたこともあって､このプ-ナンの式典出席は評価されたが､その時点でのロシア側か
らの新たな情報の公開等はなかった｡
しかし､4月10日のポーランド大統領機墜落以降､ロシアに協力的な対応が見られるようになった｡
4月28日に､ロシア公文暫館は､メドページェフ大統領の指示で､スタ-リンら指導部が将校たちの
岡野韓子 ｢バリ亡命雑誌 rクルトウ-ラJIに見るカティンの森Jjf件と戦後｣､r岡山大学大学院社会文化科学研究
科紀要J.(28),2009年11月､pp159-176 htp//eprlntSILbokayama-uac)p/17875/1/028_159_176pdf
ハルキフとミエドノイ工の調査における訴訟手続きも含むCソ迎検案庁からロシア連邦瀬高軍事検察庁へと引き
継がれたo
KamlnSkllreneuszC (カミンスキ イレネウシュC)[2010] Skarglkatynskle'przedEuropeJsklm
TrybunalemPrawCztowlekawStrasbur酢1'(｢欧州人稚裁判所におけるカティンの森Jii件の社訴｣),ZbrodnJa
Kaか′iskqLVKreguPraludy1KlanlStWa(｢iT実と蛙によるカティンの森村牛｣),Warszawa.InstytutPamlQCI
NarodoweJpp15も169
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銃殺に同意した署名入り文書などの実物をインターネットのサイト10で公開したOおよそ200万人のア
クセスがあったというloそして､ 5月8日､対独戟勝65周年式典のため訪ロしていたポーランドの
コモロフスキ大統領代行 (当時)は､ロシアのメドページェフ大統領と個別に会談したoその際､メ
ドへ-ジェフ大統領はロシア検察当局の捜査資料67巻 (全183巻)を引き渡し12､さらに今後順次資料
の引き渡しを行うと明言した｡
一方､ロシア公文杏館長は70年追悼式典の前の3月末に､ロシアの新聞のインタビュ-で1940年に
NKVDによって殺害されたポーランド人に関する新しい文番が存在すると発言したが､どのような文
番かは述べず､ただ現在も機密文沓となっているとだけ述べたOこの文書は､カティンの森事件同様､
ベラルーシで殺害された3870人の犠牲者の名前が載った文書で未だに明らかにされていない ｢ベラ
ルーシのカティンリス ト｣だと推測されている 13｡4月7E]のカティン70年追悼式典にて､プ-チン
首相がそのリス ト明らかにするかと思われたが､残念ながらそのような行動は見られず､ポーランド
国民を落胆させた140っまり､現在､ロシアによって公開されている全犠牲者21.857人のうち､カティ
ン 4421人､ミエドノイエ 6311人､ハルキ7 3820人､ピコプニア 3435人は犠牲者リストにて明
らかになっているが,残り3870人は未だに消息不明のままである15｡そして､ピコブこアにはまだ墓
地は建設されていない｡
したがって､式典の主催､プーチン首相の式典出席､資料の一部公開など､ロシア側からの和解へ
向けての歩み寄りが見えたが,避族が望む文啓の未公表など事件の全容が明らかになっていない部分
が多く､最終的な解決に向けてはまだまだ時間がかかりそうである｡遺族は未だ消息の分からない犠
牲者の情報を長い間待ち続けているのであるO
(3) 欧州人権裁判所を通じた真相究明の模索
2009年5月24日にポ-ランド各地の13人のカティンの森事件の避族が欧州人権裁判所16へ訴えを起
右記のアドレスにて閲覧することができる｡hrtp//rusalChlVeSru/pubLICatlOnノkatyn/splSOkshtmL
GazetaWyborcza,2010429http//wyborczapL/1768427824939,Katyn_wJnterneClehtml
RzeczL･osf,ol7Ea●2010428http//wwwrppl/artykul/442884468127_Dokumenty_katynskle_WJnterneclehtml
GczetuWyborcza.201058
http//wyborczapl/1,752487857041RosJa｣)rZekazuJe_Polsce_67_tomow_znanych｣)olsklm_prOkuratoromhtml
RZeCZj,OSJ)oltLa'201044http//wwwrppl/artykul/456982html
RzeczbosboITIa"201047http//wwwrppl/artykul/457742html
AbarlnOW.WladLmlr(アハリヌ7.ウラジミー ル).[2CK)7],097･auJCyZKatyltla(｢カティンの森邸件の背う誇｣)
Krak6W.WydawnlCtWOZnak,pp316-318
ccZeEaWyborcza201046 KatCzterypytanlaprZed岳mlerCla
欧州人権裁判所(EuropeaT)CourtofHumanRight)は,1950年11月3Elにローマで著名されたヨー ロブ/i入梅条
約により､1959年にフランスのストラスプールに設置されたO対象は欧州評訊会加盟国である｡国家間の紛争を
扱う国際連合の国際司法裁判所とは異なり.国家対国家だけではなく､個人やEfl体の国家に対する提訴も受け付
けている｡完全に独立した中立な司法横関で､政治的考席はなく､法的考慮を基礎として串件を決定するO前提
として､｢人権｣関する裁判所とされている (戸波江=他綜[2008]rヨ-ロyバ人権裁判所の判例｣信山社､pp
xxll)｡
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こした｡その内答は､｢カティンの森事件を国際法の規定により戦争犯罪､人道に対する犯罪もしくは
集団虐殺罪 (ジェノサイド罪)に認定されること｡欧州人権条約に基づいて現実的そして効果的な方
法で人権侵害が認定されることO｣である】7｡2009年11月24日には裁判所はロシアへカティンの森事件
の遺族による提訴ならびに6つの質問事項を伝え､ロシア側からの返答の期限を2010年3月19日まで
としたo質問内容は次の通りであるO
① ｢ロシアは､原告の親類の死亡調査を欧州人権条約第2粂 (生命権)18に基づいて適切にかつ効率
よく行ったかO特に､原告は殺害の証拠や決定を裏付ける手続きを含む調査資料へのアクセス権
を十分に与えられたか｡｣
(参 ｢政府は2004年9月21日のカティンのケースの訴訟手続きにおいて (調査No159)犯行の中止決
定智のコピーを作成することを要求されたことについて｡｣
③ ｢当事者が原告の親類に関する文番､NKVDが直接関係作成したリストの記録､原告の親類のう
ちの3人の身元確認について1943年の発掘に関する文番の作成を求められたことについて｡｣
④ ｢原告の試みは､彼らの親類の消息の情報を得るために､ロシアは要求に応えるために顧慮した
か｡原告は､条約第3粂 (拷問､非人道的な待遇または刑罰の禁止)によって､法の保護を奪わ
れるような扱いを受けたか.｣
⑤ ｢原告が犯罪の犠牲者であることを､そして/もしくは親類の死亡に関する調査資料へのアクセ
スを否定されたことは､条約第6粂 (公正公開の審理を受ける権利)と矛盾していないか｡｣
(む｢原告は､条約13粂 (公的救済の権利)によって求められる裁量において,申し立てに対する国
内での効果的な救済法はあったかO｣,以上6つの質問がロシアになされた 19｡
そして､3月19日にロシアからの返答があった20｡それによると､｢ポーランド人が射殺されたとい
う確証はない.｣､｢ロシアはカティンの森事件調査をする義務はない.｣､さらに文怨では｢虐殺 (mord
ポーランド語での表記)｣,｢犯罪 (zbro血1a)｣という単語を使わず､｢問題 (sprawa)｣､｢カティンで
の出来事 (zdarzenlekatyhskle)｣と記されており､無論ロシア側からの事件解決への協力を得ること
はできなかった21｡したがって､ロシア側が応じない限り､国際法廷での裁きも前に進めないという
ことである｡この欧州人権裁判所への訴えは一部の迫族による活動であり､ポーランドの迫族会員全
てに浸透しているわけではない｡そして､その後の活動の進展は現在のところ見られない｡
17 KamlnSk】JreneuszC.(カミンスキ イレネウシュC),Id
I8 http//conventJonscoeLot/treaty/en/Treatzes/Html/005h上m
I9 ApplCatlOnnO29520/09,byW】tomlaWOLKIJEZIERSKAandOthers,againstRusslalodgedon24May2009
(27November209)
htp//cmskpechrcoelot/tkp197/vleWasp?actlOn=htmi&document】d=859733&portal=hbkm&source=external
bydocnumber&table=F69A27FD8FB86142BFOIC1166DEA398649
20RzeczpospolEa201043htp//wwwrppl/artykul/456623htm1
21 RzeczposJ'olEu.201043htp//wwwrpp】/artykul/456406htm1
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ポーランド国民の総意としては､次項目で示す世論調査でも表されている通り､国際裁判にてロシ
アが裁きを受けることではなく､現在も封印されている全資料の公開､そしてロシアがカティンの森
事件をジェノサイドと認めることを求めている｡国際裁判で最終判決が下されれば､名目上事件の解
決を意味するOところがそれは両国間にとっては通過点にすぎず､また新たなしこりができ､関係改
善の方向性を見失う恐れがあるO新しい対立を生むのであれば､欧州人権裁判所に判断を委ねること
はあまり大きな意味をなさないかもしれない｡第三者を挟んだ裁判の判決による強制執行からではな
く､互いに歩み寄り理解を示し､歴史認識の共有を進めていくことが事件解決へ残された選択肢では
ないだろうか0
3 事件の ｢政治の道具｣としての側面
カティンの森事件のもうひとつの側面は､真相解明とは別の文脈で､事件がポーランドとロシア､ま
たは西欧とロシアとの関係において政治利用されている点である｡共産主義下のポーランドでは事件
をロにすることができなかったD人々は秘密警察を恐れロを開きしていたOさらにその時代には､事
件はドイツの犯行とされ､ソ連の帽蔽=作に誰も公に異を唱えることができなかった｡1989年の体制
転換後､1990年にゴルハチョ7大統領が初めて犯行を認めたことにより､人々は言論の抑圧から解き
放たれ､公の場でも事件を口にすることができるようになった｡しかし､今度は一転して事件が表舞
台に出てポーランド ナショナリズムの象徴となり､ポ-ランド ロシア間における政治的駆け引き
の中でカティンの森事件 ｢真相究明｣が重要なカードとして使われるようになったO
(丑逝族に対するインタビュー調査
力ティンの森事件の政治的利用を追究する上で､事件が各体制下でどのように扱われてきたかを見
ていく必要がある｡そこで筆者は､カティンの森事件の遺族の目から見た時代の変化を実証的な方法
で分析するためにインタビューという手法を試みた2｡インタビューを行うことにより､歴史家達だ
けの諌論ではなく､歴史と政治に翻弄されたポーランド国民の実態を知ることができる｡本インタ
ビューの目的は､カティンの森事件によって父親もしくは夫を失った逝族に対して､時代の変化にお
ける事件の程過を個人から聞き取ることで､歴史認識というテーマから個人レベルでの彼らの取り巻
く社会的状況､そして社会的意識の変化を見出すところにあるOこのインタビュ-を通して､現代史
におけるカティンの森事件の位置付けを明らかにするとともに､迫族の立場から見る国民意識の変化
を考察したいO戦後､共産主弟時代､体制転換期を通して時代に翻弄された迫族の証言によって､国
際関係の変遷の中で事件が政治的に利用されてきたことが生々しく浮かび上がってきた｡
2009年5月から8月にかけて､ポーランド南部クラクフ カティン追族会 (StowarzyszenleRodzln
22 分析結果は､拙箱[2010]｢カティンの森事件の逝族に対するインタビュー 調査｣(投稿中)｡
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OfLarKatymlaPolsklPotudmowejwKrakowle)23に所属する人々を対象にインタビューを行った｡事
前に造族会にて告知をし､暴詩をしてくれた13人の遺族､そのうち男性 1人､女性12人,年齢層70歳
代から80歳代､埋葬場所による内訳はカティン (Katy丘)3名､ミエドノイエ (MlednoJe)3名､ハ
ルキフ (Charkow)5名､ピコブニア (Bykownla)1名,コジェルスク収容所から生還1名から生の
証言を得ることができた｡インタビューは､インタビューアーがあらかじめ11項目の質問を用意し,そ
の質問項目に対する自由回答という形式で進めたO対象者ごとに質問を変えるのではなく､同一条件
で行った｡インタビュー後､まずはポーランド語の音声記録を起こしたOそして,その原稿を対象者
へ送付し､訂正 ･追加などを経て､そして論文への実名による個人情報の利用および公表の承諾を得
ほとんど全員が､事件から70年経った今でも解決していないと思っているとともに､ロシアに柑し
ていち早く事件の全英相の公表を要求しているOこれに関しては､共産主義時代と変わらず事実の追
求の姿勢を表している.変化した点は､そのことを隠さず公の場で言えるようになったことであるO回
答者の中には ｢ロシアに対して賠償を求めているわけではない､ただ事実が欲しい｣と答えた人が何
人かいた｡そして､カティンの森事件を歴史の中で風化させないために､次世代へ伝えていくことが
重要だと感じている｡｢現代のポーランド社会では､カティンの森事件がそれほど疎く浸透していな
い｣という意見がインタビュー内であったが､実際､戦争を振り返ることは少なくなり､事件を知ら
ない若者もいるかもしれないカティンの森事件だけに限らず､戦争の追憶は時代と共に薄れていくの
は事実である｡そこで迫族が自分の父親 ･夫に関する具体的な情報たけを求めるのではなく､事実の
風化を避けるため､そして将来のポーランドとロシアの歴史認識の共有に向けでも次世代へ伝えてい
くのは彼らの役割でもあるだろう､と聾者は考えるO
避族の見解として､ロシアに対して嫌悪感を示す人が多かったOカティンの虐殺を認めないどころ
かドイツに罪を着せ､共産主兼時代の間,力で制圧したソ連という国の体制からも偏見を持っている
と感じられた｡一方､ロシア人そのものには憎悪の感情はないと答えている｡実際､シベリアに抑留
された避族はそこでロシア人から援助を受けた､あるいは共産主義時代に夫のロシア出張に同行し､そ
こでロシア人と交流し悪い印象は受けなかったと話した退族もいたO-方.共産主義体制下でのロシ
ア人は貧しいと同情の念も示した人々も見られた｡さらに､共産主義時代の名残のせいか､ポーラン
ドはまだロシアの政治的な圧力を恐れており､強い姿勢で臨めないと答えた人もいるOカティンの森
事件に限らず､なぜ共産主務時代のソ連の犯罪が､1991年の崩壊後から現在まで世界に公にされず､清
算されず､しかも事実を隠蔽しようとするのかと不満を言う逝族も多く見受けられたoLたがって､こ
れらの見解から,ポーランド人､特に逝族のロシア .アレルギーは､ロシアそのものの国も体制､政
23 1989年11月設立O会月677人(2005年12月31日現在)｡王な楕弛 墓地開設 (政府系機rRHm争殉教地保護評謙会
(RadaOchronyPamleCIWaLkIMeczeIStWa)｣による支援の下)､展示会の開催､資料収LA等0
21ィンタビュ-の結采の全内容については r岡山大学大学院社会文化科学研究科妃刻 同号に掲載0
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治的な方向性から生じているようだ｡彼らの中でポーランド ロシアの関係改善の前提として､まず
カティンの森事件の解決が最重要だと答える人々は少なくない｡
1989年の体制転換後､民主化へと向かう中で逝族の真相解明に対する期待が高まったのだが､今度
はカティンの森事件がポーランドとロシアとの間の政治的なカードとして利用されるようになった｡
遺族たちは賠償や謝罪が欲しいわけではなく､ただ真実を知りたい､そしてロシアが罪を認めること
を願っているQそうであるにもかかわらず､国家間の関係構築において事件が政治化し外交問題が生
じている｡
このインタビューで､遺族がどう生きてきたかを考察した結果､戦争中､共産主義時代､体制転換
後という主に3つに区分された時代菅栄の変化をより明確にすることができたDカティンの森事件と
いう70年前の将校虐殺から現在に至るまで､歴史的事実だけではなく､時代が移り変わる社会の中で
事件が政治化していく過程を､遼族の証言から裏付けることができる0
(参アンジェイ･ワイダ監督映画 rカティンの森J
2007年9月にアンジェイ ワイダ監督の映画 ｢カティンの森｣が公開された｡この映画は国内外で
話題になり､戦争犯罪の歴史認識という点でポーランド社会に新たな影響を与えた｡この映画で改め
てカティンの森事件に興味を示したE]民もいれば､この映画で初めて事件を知った若者も少なからず
いただろう｡映画 rカティンの森｣は､ただソ連に抹殺されたポ-ランド人将校､それに翻弄された
遺族らの悲劇を措いているだけではなく､ロシア人がポーランド人を助ける場面もある｡カティンの
森事件自体､ポーランド人の反ロシ7感情を増幅させるものであるが､ワイダ監督も rカティンの森J
は反ロシアを掲げるものではないと語っている｡
ロシアで rカティンの森｣は､一部の都市や映画祭で上映されただけで一般公開はされていない.
2010年4月2日にロシアの国営の r文化チャンネルjで rカティンの森Jが放送された｡そして,大
統領機墜落事故後の11日にはロシアの国営テレビでも放送され､約280万人のロシア人が ｢カティンの
森｣を視聴したTDoそれまで､カティンの森事件を詳しく知らない､もしくはドイツの犯行だと考え
ていたロシア人は少なくない｡このテレビ放送の前､社会はロシア人が罪を認めることに対して批判
的であった｡しかし､放送後､ロシア人のカティンの森事件に対する感じ方が少なからず変化してき
ているようだ｡ロシア人が事件の中身を知ったことで､世論の事件への見方が変わり､このことが今
後のポ-ランド ロシ7関係に影響してくるのではないかという意見があった26｡このように､ワイ
ダ監督の映画は反ロシア的だと感じさせず､ロシア人の歴史認敵に何か響かせるものがあったことが
うかがえる｡
25RzeczpospoILta.2010421http//wwwrppl/artykul/464654htm1
26HzeczbosboIEta.2010412http//wwwrppl/artykuL/460667html
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さらに､ロシアでの放送に始まり､リトアニア､ポルトガル､カナダ､ウクライナ､マケドニア､ア
メリカより映画のテレビ放送の許可の申し入れがあったOそして､欧州議会でもカティンの森事件の
展示会に加え､映画も上映された27｡大統領機墜落事故が起き､大統領一行はなぜ､どんな目的でそ
こへ向かっていたのか､カティンの森事件とはどんなものなのかを世界が知るきっかけとしてワイダ
監督の ｢カティンの森｣は大きな役割を果たしていると言える｡
2010年8月10日､ロシアのメドページェフ大統領が､ワイダ監督に友好勲章を贈る大統領令に署名
したと大統領府は発表した｡この勲章授与はロシア側からの歩み寄り､そして両国関係の和解を目指
す動きを示したと考えられる28.
③カティンの森事件70年追悼式典
2010年4月7Elにロシア側の主催でカティンの森事件追悼70年の式典にポーランド トウスク首相
とロシア･プーチン首相が共に出席したoこれまでロシアの代表がカティンを訪れることがなかった
ため､プーチン首相の式典出席は評価されたが､その時点でのロシア側からの新たな情報の公開等は
なかった｡7'-チン首相は､まず1930年代に同じカティンの地で殺害されたソ連国民について触れ､そ
して ｢全体主義による残虐行為は明白で､決して正当化することはできない｣と述べたOロシア側の
主催で行われた理由として､アメリカの影響力が東欧へも増してきていること､北大西洋条約機構
(NATO)の東方拡大によるロシアの東欧に対する影響力の低下への危機感がロシアにはあったこと
を指摘したい｡さらに付け加えるならば､ヨーロッパとの安定性を図るために､まずは反ロシア感情
が強いポーランドをはじめとする東欧諸国との関係修復が不可欠だとの判断がなされた背景がある｡
この歴史的な式典の3日後､4月10日のポーランド側の主催での式典には､カチンスキ大統領夫妻､
遺族が出席することになっていたO一貫してロシアとは敵対姿勢をとっていたカテンスキ大統領は7
E]の式典には招待されず､別日程でポ-ランド主催での式典を行う必要があったO秋に大統領選挙を
控えていたため､国民が高い関心を寄せるカティンの森事件の70年追悼式典に参加しなければ選挙に
大きな影響を及ぼす可能性があった｡ライバル政党所属のトウスク首相だけがロシアに招待されたこ
とで今後の対話の窓口が一本化されてしまうかもしれない状況だったことから日程を分けて式典を行
わなければならなかったという背景がある.今回のカティンの森事件70年追悼式典は､ポ-ランドに
よって､そしてロシアによっても政治的に利用されたことになるOその最中での大統領機墜落事故で
あった｡
墜落事故後､4月28日にはロシア側から新たな文啓の存在､公表の提示があった29｡そして､メド
ページェフ大統領は,カティンの森事件について ｢歴史の糧道であり､それは国外にいる人たちに対
27http//wwwtvn24pl/24467,1652095,02katyn-chce-obe)rzec-cajy-swlatWladomoschtml
28朝日新聞 2010年8月11日付
乃 http//wwwtvpInfo/lnformac)e/swlat/sa-nOWe-dokumenty-ws-katynla/1717344
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しても罪を犯し､我々も同様に罪を犯してきたO事件に興味を持つロシア国民､外国の人たちに対し
て､その真実を伝えなくてはならない｡しかしながら､かつては法と自由を黙殺する体制にあり､そ
れが実現できなかったo｣と述べている3)｡5月8日､第二次世界大戦戦勝65年記念式典のため,コモ
ロ7スキ大統領代行 (当時)がモスクワへ向った際,メドページェ7大統領と個別に会談した｡その
際､メドページェフ大統領は､カティンの森事件の捜査機密ファイル183冊のうち67冊を引き渡し､引
き続き資料の秘密解除を進めていくと述べが 1｡事件に関するロシア側の証左資料のポーランドへの
引き渡しはこれが初めてである｡これらの資料の引渡しが順調に行われ分析が進めば､事件の全貌解
明や被害者の名誉B]復につながると思われる.
④世論調査 (ポーランド人､ロシア人)
2009年秋にジェシュ7大学の社会学者クシシュトフ･マリツキ教授 (drKrzysztofMalCkユ)がポー
ランドの105の高校で､5308人の高校生を対象にアンケー トを行った結果が2010年4月7日付の新聞
｢ジェチュボスポリタ (Rzeczf'OsPolta)｣に掲載された｡高校生にとって一番興味のある時代は ｢第二
次世界大戦｣の45%であり､続く ｢共産主義時代｣は28%であった (図1参照)｡共産主義下では､第
二次世界大故についてはプロパガンダのため事実が事実として伝えられていなかったO体制転換後､歴
史が歪められて数えられることがなくなったが､20年がたち､学校では第二次世界大戦をテーマにし
た授業にかける時間は徐々に短くなってきている｡しかし､戟争で親類を亡くした家族はほとんどい
ないポーランド人の中で､祖父母からの話が高⇒交生たちの家族-の興味を引き起こしたと言われてい
る｡
図1 ポーランドの高校生がどの時代に一番興味を持っているか
第二次世界大枚
共産主裏時代
1989年以降
他の時代
(出所)RzeczL'osPoLlta,201047http//wwwrppl/artykul/457843html､RzeczL･osDoLua.201047
http//wwwrppl/artykul/457867htmlのデータにもとづき筆者作成｡
30RzeczPosbolt久201057htp//wwwrppl/artykul/442884.472242_Katyn_toJalszowanle_hlStOrlLhtm1
3lGazetaWyborcza.201058
htp//wyborczapl/1754787857041RosJa｣)rZekazuJe_Po】sce_67｣omow_znanych｣)olsk】rLPrOkuratoromhtm】
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そして､戦争にまつわる場所はどこかという質問に対して､44%が ｢アウシュビッツ｣､32%が ｢カ
ティン｣という結果になった (図2参照)o｢カティン｣の割合が高くなったのは､ワイダ監督の映画
rカティンの森Jの影響､および､カティンの森事件で亡くなっている先祖がいると答えた高校生が一
番多かったことによるものだろうとジェシュフ大学のマリツキ教授は述べている｡アウシュビッツは
ナチス ･ドイツによる叔大の犯罪であり､カティンの森事件はポーランド人にとってソ連が犯した罪
だと認識されている｡現在の高校生の方が､前世代と比べて容易にソ連の犯罪を知られるところにある
という結果だろう32｡
図2 高校生が考える戦争にまつわる場所
アウシュビヅソ
カティン
他の強帝川又容所
ワルシャワ
シベリア
マイダネク
(出所)Rzecz♪osf,oLlta,201047http//wwwrppl/artykul/457843html､Rzec.zPosPoLlta.201047
http//wwwrppl/artykul/457867htmlのデータにもとづき筆者作成｡
2010年4月に世論調査中央研究所 (CEBOSCentrumBadanlaOplnlSporeczneJ)3がカティンの森
事件に関する世論調査を公表した｡この調査は2010年3月4日から10日にかけて､｢カティンの森事件
70年追悼式典およびロシア首相出席｣をテーマとして､ポーランド人成人995人を対象に行われた31｡そ
の2年前の2008年4月にも､同様にカティンの森事件に関する世論調査が行われている35｡
質問1｢自分の住む地域にカティンの森事件に関する慰霊碑､墓地等はあるかO｣に対して､｢はい｣
と答えた人は2008年4月では全体の19%､2010年3月では25%と2年で6%増加している (表 1参照)O
反対に､半数以上の人々が各地の慰霊碑の存在を知らないことになる｡
RzeczJ)osboLta201047htp//wwwrppl/artykul/457843htmL
Rzeczposj)olEa.201047htp//wwwrppl/artykul/457867html
1982年設立のポーランド世論調査機関｡
htp//WwwcbospL/SPISKOMPOL/2010/K_046｣0PDF
htp//WwwcbospL/SPISKOMPOL/2008/KrO70ー08PDF
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表1 ｢自分の住む地域にカティンの森事件に関する慰霊碑､墓地等はあるれ ｣
はい いいえ 分からない
2008年4月 19% 63% 18%
2010年3月 25% 62% 13%
(出所)http//Wwwcbospl/SPISKOMPOL/2010/K_046｣0PDF､htp//Wwwcbospl/SPISKOM
POL/2008/冗_070_08PDFのデータにもとづき筆者作成｡
質問2｢カティンの森事件はポーランド ロシア関係において障害となるか｡もしくはすでに大き
な意味をなさないか｡｣では､｢障害となる｣と答えた人が2008年4月の67%から､2010年3月には81%
まで増えている (表2参照)02年の間でポーランド人にとってカティンの森事件を重く受け止め､両
国間の関係改善において重荷になると感じた人が多くなったことを示している｡
表2 ｢カティンの森事件はポーランド･ロシア関係において障害となるかoもしくはすでに大きな
意味をなさないか｡｣
障害となる 障害とならない 分からない
2008年4月 67% 19% 14%
(出所)htp//Wwwcbospl/SPISKOMPOL/2010/K_046_10PDF､ htp//Wwwcbospl/SPISKOM
POL/2008/K1070_08PDFのデータにもとづき筆者作成O
質問3｢カティンの森事件に関して､ロシアに求めることは何かO｣では,(D｢謝罪｣(2008年 52%､
2010年 57%)､(妥 ｢ロシア公文古館の全資料公開｣(2008年 58%,2010年 560/o)､(動｢事件をジェ
ノサイドとして公式に認めることO｣(2008年 53%､2010年 53%)､④｢ソ連が長年偽り続けてきた
ことに対する賓任追及｣(2008年 38%､2010年 42%)､(参｢調査および被疑者の公表 (すでに亡く
なっている人に対しても)｣(2008年 43%､2010年 27%)､(参 ｢迫族への賠償｣(2008年 33%､2010
年26%)､｢⑦現在生きている被疑者を罰するO｣(2008年 32%､2010年 21%)､⑧ ｢ロシアの教科flEjt-
においてポーランド側の視点からの記述への考慮｣(2008年 22%､2010年 21%)が結果である (図
6参照)3㌔ およそ半数以上のポーランド人がロシアの謝罪を求め､全真相解明つまり機密文書の公開､
事件をジェノサイドと認めることを求めている｡つまり､両国間の和解に向けてカティンの森事件の
解決は必須条件であると考えるポーランド人は多いようだO反対に.当時の被疑者の公表や法廷での
裁き､さらには追放への賠償を求めるポーランド人は2008年と比べて減少している｡事件から70年経
つ現在､被疑者も避族もかなり高齢なのは確かだO被疑者を探し出すのは困錐であり､賠償ではなく
全真相解明を求めるのは時代の流れから反映し､さらに避族へのインタビューから見ても明らかである｡
続いて､カティンの森事件70年追悼式典におけるロシア首相の出席について､ポーランド人の期待
を問う調査もなされた｡(》 ｢プーチン首相の式典出席はほとんどプロパガンダ的であり､世界にロシ
36対象者は叔大4つまで答えることができた｡
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アの働きを見せようとしている｡｣(そう思う 74%､そう思わない 11%､どちらともいえない 15%)
(彰 ｢ロシアは歴史の障害を解決､そして事実の公表や清算をしたいと思っている｡｣(そう思う 26%､
そう思わない 560/O､どちらともいえない 18%)③ ｢ロシアはロシア史上におけるスターリンの全
犯罪を清算したいと思っている｡｣(そう思う 19%､そう思わない 63%､どちらともいえない 18%)
(彰｢ロシアはポーランドとの関係を改善したいと思っている｡｣(そう思う 43%､そう思わない 39%､
どちらともいえない 18%)⑤ ｢プーチン首相の式典出席は､ポーランドとロシア間のカティンの森
事件に対する関係修復における転機であるO｣(そう思う 24%､そう思わない 55%､どちらともい
えない 21%)(表3参照)
表3 カティンの森事件70年追悼式典におけるロシア首相の出席へのポーランド人の期待
そう思う そう思わない どちらともいえない
(∋プーチン首相の式典出席はほとんどプロパガンダ的であり､世界にロシアの働きを見せようとしているo 74% 11% 15%
②ロシアは歴史の障害を解決､そして事実の公表や清算をしたいと思っている. 26% 56% 18%
③ロシアはロシア史上におけるス夕-リンの全犯罪を清算したいと思っているo 19% 63% 18%
④ロシアはポーランドとの関係を改善したいと思っている○ 43% 39% 18%
⑤プ-テン首相の式典出席は､ポ-ランドとロシア間のカティンの森事件に対する関係修復における転横であるO 24% 55% 21%
(出所)htp//Wwwcbospl/SPISKOMPOL/2008/K_070_08PDFのデータにもとづき筆者作成｡
トウスク首相とプーチン首相の式典出席が､事件の解明､関係修復に対する転機につながると答え
たのは､わずか全体の約4分の1である｡つまり､半数以上が今後の両国間において何の意味もなさ
ないと答えていることになる｡7割以上が､式典出席はプロパガンダ的だと答えたが､今現在もロシ
アの行いに対して批判的なポーランド人がかなり多いということが明らかだC全体的に見て､ロシア
側が主催し､ロシアの首相が初めて出席するカティンの森事件70年式典は､ポーランド人の心にはあ
まり響いていないように思われるO
さらに､同機関で70年追悼式典ならびに大統領横墜落事故後の2010年5月8日から13Eほ で1000人
のポーランド人成人を対象とした世論調査が発表されている｡3月に行われた調査と同様に ｢カティ
ンの森事件に関して､ロシアに求めることは何か｣に対して､66%が､ロシア公文書館にあるカティ
ンの森事件の資料を公開すべき (3月と比べ10%減少)､58%がカティンの森事件をジェノサイドと認
めるべき (3月より5%増加)､46%がロシアは謝罪すべき (3月より11%減少)とある｡そして､43%
がロシアは賓任と取るべきと答え､33%は調査および被疑者の公表を求めている (3月より6%増加)0
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遺族-の賠償と答えたのは10%減少して16%となった｡さらに､歴史における問題や認識をロシアと
共有するべきだと48%､ほほ半数のポ-ランド人が望んでいる｡ポーランドとドイツにおいては52%､
ポーランドとウクライナは45%という結果になった｡読いて､大競領横墜落事故後において､71%の
ポーランド人がカティンの森事件の解明への機会が出てきたと述べ､これは以前と比べ大幅に増加し
ている (図3参照)37｡以上の結果は､70年追悼式典､墜落事故から､B]民のカティンの森事件に対す
る関心や今後の期待が高まりつつある中で､ロシアがポーランドを満足させたいなら､まずは文智の
公開､つまり事実を明らかにすることが必要不可欠であると国民の大部分が答えている,ということ
を示しているO
図3 カティンの森事件に対してロシアに求めることは何か
① 謝罪
② ロシア公文沓館の全資料公開
(参 事件をジェノサイドとして公式に認めること
在) ソ連が長年偽り続けてきたことに対する辞任追及
⑤ 調査および被疑者の公表 (すでに亡くなっている人に軒しても)
⑥ 迫族への賠償
⑦ 現在生きている被疑者を罰する
⑧ ロシアの教科掛 こおいてポーランド側の視点への考慮
(出所)http//Wwwcbospl′SPISKOMPOL/2010/K_046_10PDF､http//Wwwcbospl/SPISKOM
POL/2008/K_070_08PDF､http′/Wwwcbospl/SPISKOMPOL/2010/冗_067｣0PDFのデー
タにもとづき筆者作成｡
37htpノ/www tvn24p)/12690,1657648.wleCe3-PClakow･Chce-rosyJsklChJokumentow-ws-katynla.wladomc6Chtm)
httpノ/Wwwcbospl/SPISKOMPOL/2010′Kー067_10PDF
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一方,ロシアの世論調査機関36が2010年4月16日から19日にかけて18歳以上のロシア人1601人を対
象に世論調査を行なった｡結果は次の通りである｡(》｢初めてカティンの森事件を知ったのはいつか｣
という質問に対して､3分の1のロシア人が ｢大洗領横墜落事故後にカティンの森事件を知った｣と
いう結果であった｡そして､188%が ｢今までに一度も事件を耳にしたことがない｣と答えている.
177%が ｢プーチン首相の式典出席によって｣､158%が ｢大洗領横墜落事故によって｣詳細を知った
とある｡172%が ｢ゴルバチョフ台頭以前のソ連時代｣､7%が ｢ペレストロイカ｣で､61%が ｢1990
年代｣､101%が ｢21世紀になってから｣､初めて事件を知ったという結果になった (図4参照)｡
図4 0初めてカティンの森事件を知ったのはいつか
ゴルバチョフ台
珊以前のソ連時
代 172%
(出所)http//wwwtvn24pl/0.1653325,0,1.rosJanle-Wledza-0-katymu一po-katastrofle-)akby-wleCej.Wladomosch上mI
のデータにもとづき準者作成o
くさ ｢誰がポーランド人将校を射殺したかC｣という質問に対 しては､｢分からない｣と答えた人が
474%にものぼっている｡349%が ｢ソ連の犯行｣,177%が ｢ドイツの犯行｣と答えている (図5参.F'i)O
図5 ②誰がポーランド人将校を射殺したか
(出所)httpノ/wwwtvn24pL/0165332501JosJanle･Wledza･ひkatyruu-po･katastro丘e-Jakby-wleCeJ.WladomoschtmJ
のデータにもとづき筆者作成｡
38LevadaAnaly⊂lCalCenter/Levada{:enter2002年設立のロシ7の非政府系の横間で世論調査､経済調査-Sを
行っている｡
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③ ｢NKVDによって殺害されたポーランド人将校に関する文番の存在をしっているか｡｣という質
問では､｢知っている｡文書は存在するO｣と答えたのは255%､｢知っているが､文書の存在は確かで
はないO｣は275%､｢初めて開いたO｣は全体のほほ半数 (47%)であった (図6参照)0
図6 ③NKVDによって殺害されたポーランド人将校に関する文書の存在を知っているか
(出所)http//wwwtvn24pl/01653325,0,i,ros)anle-Wledza-0-katynlu一pO-katastrofle-)akby-wleCel,Wladomoschtml
のデータにもとづき準名作成｡
(彰｢1990年にロシアはカティンの森事件をソ連の犯行と認めたこと､そして安住はソ連にあると知っ
ているかO｣では､｢知っている｣は235%であり､｢初めて聞いた｣と答えたのは764%という結果で
ある (図7参照)O
図7 (彰1990年にロシアはカティンの森事件をソ連の犯行と認めたこと､そして責任はソ連にあると知っているか
(出所)http//wwwtvn24pl/01653325,0.1rosJanle-WLedza-0-katynlu-pO-katastrofle-Jakby-wleCeJ,Wladomoschtmlの
デ-タにもとづき空任者作成｡
4月の大統領機墜落事故およびアンジェイ ワイダ監督の映画 rカティンの森｣がロシアのテレビ
で放送されてから､ロシア人でカティンの森事件を知る人が43%だったのが74%まで増加したOおよ
そ3分の1のロシア人が両国間の関係を修復しなければならないと答えているQ映画rカティンの森J
をテレビ放送で見たロシア人はおよそ280万人にものぼっており,このことが事件を知るロシア人の増
加の主な要因になったのではないかとの見方がある｡今回の事故によって､ロシアのメディアでもカ
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ティンの森事件が取り上げられるようになったのは事実である｡さらに､事故がロシアとポーランド
の関係に影響を及ぼすかという質問に対して､34%が何の影響も及ぼさない､30%が両国間の関係は
修復に向かう､およそ20%が関係は悪化すると答えているO最後に､両国間の問題について､21%の
ロシア人がロシアは1939年のソ連のポーランド侵攻､スターリンの犯罪を認めたくないと考えてい
る390このロシアの世論調査が示しているように､ポーランドとは反対に､ロシア人は自分の国で起
きた事件をこれまでほとんど知らなかったことが明らかになった｡ロシア人もソ連の国の体制によっ
て､カティンの森事件だけではなく､ロシア人自体が受けた犯罪までも隠蔽され､それが社会の明る
みに出ることはなかったのである｡しかし､事件から70年確った現在､プーチン首相の式典出席､そ
してポーランド大統領をはじめ政府の要人を乗せた飛行機の追悼式典へ向う途中での墜落事故が､ロ
シア人にとってカティンの森事件を知る大きなきっかけとなり､今後ロシア人における事件の認識が
少しずつ変化していくのではないかと推測できる｡
4 まとめにかえて
本稿では､カティンの森事件2つの側面､すなわち ｢事件の真相解明｣と ｢政治の道具としての事
件｣の側面を持っていることを明らかにし､特に2つめの側面である歴史の空白の政治利用が現在の
国家間関係にとって重要な意味を持っていることを考察した｡ポーランドが､ヨーロッパの地政学的
再編の中で自らの新しい地位を築いていく上で､様々なカードを切ってロシアとの交渉で優位に立と
うとすることは自然なことである｡また､ポ-ランドの政治家にとって､カティンの森事件へのコミッ
トメントは国民の支持や期待を得ることにつながるだろう｡他方､ロシアにとってもEUに加盟した
東欧諸国との､さらにはEU自体との関係を見直す上で､歴史の清算は避けて通れない問題であるO
いずれにしても､未来に向かって隣国との関係を形成していく上で､過去の歴史は隠蔽したり蝕視
したりできないものであることをカティンの森事件は教えている｡両国の現代史に刺さったトゲを､ど
うやって抜いて傷口を癒すのかは､さまざまな方法があろう｡本稿が行ったインタビュー調査を分析
する限り､逝族が投も望んでいることは､カティンの森事件の真実を明らかにし､ロシアに罪を認め
させることだということが確認できた｡同時に､ポーランドの世論調査でも大部分の人々が全真相の
解明を求めていることが明らかになっている｡一方､欧州人権裁判所で客観的および公正に裁いてほ
しいという要求は一部の避族の連動にとどまっており､またその進展も見られない｡
本稿では､どのような形の現代史の摘発､歴史の共有､再認識が､新しい隣国関係の構築につなが
るのか､その考察をしていない.しかし,｢カティンの森事件のもうひとつの側面｣を詳細に検討する
ことによって､大きな教訓が得られると考えたいO
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